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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第76期

第２四半期連結
累計期間

第77期
第２四半期連結
累計期間

第76期
第２四半期連結
会計期間

第77期
第２四半期連結
会計期間

第76期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 41,351 46,972 23,413 25,146 88,417

経常利益 (百万円) 4,584 3,958 3,360 1,963 9,151

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,525 2,298 1,806 1,096 5,736

純資産額 (百万円) ─ ─ 26,222 33,001 33,456

総資産額 (百万円) ─ ─ 51,110 55,764 51,532

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 1,161.891,344.821,373.39

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 116.89 98.54 83.62 47.01 263.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 49.1 56.3 62.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △25 1,485 ― ― 8,438

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,166 △3,274 ― ― △2,144

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 658 865 ― ― △1,441

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 4,476 8,838 9,896

従業員数 (名) ― ―
38,853
(13,936)

49,925
(13,501)

35,623
(11,432)

(注)  １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　連結従業員数の（　）は、内書でフォスターエレクトリックCo.,(ホンコン)Ltd.が製造を委託しておりま　　

　　す広州市番禺区旧水坑豊達電機廠の従業員数であります。

４　連結従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名)      49,925

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　上記の従業員数にはフォスターエレクトリックCo.,(ホンコン)Ltd.が製造を委託しております広州市番禺区

旧水坑豊達電機廠の従業員数 13,501名を含んでおります。

３　従業員が当第２四半期連結会計期間において9,712名増加しておりますが、主としてフォスターエレクトリッ

ク(ベトナム)Co.,Ltd. 、豊達電機（南寧）有限公司 及び フォスターエレクトリックCo.,(ホンコン)Ltd. 

における情報、通信機器用部品・製品事業関連の人員が増加したことによるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 440〔86〕

(注) １　従業員は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

　
当第２四半期連結会計期間における販売の状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

音響部品・製品事業 6,834 ─

自動車用部品・製品事業 6,599 ─

情報、通信機器用部品・製品事業 11,399 ─

その他事業 313 ─

合計 25,146 ─

　
音響部品・製品事業 オーディオ用及びテレビ用スピーカ並びにスピーカシステム、アンプ内蔵スピー

カ、ヘッドホン等
自動車用部品・製品事業 車載用スピーカ及びスピーカシステム等
情報、通信機器用部品・製品事業
その他事業

携帯電話用ヘッドセット及び小型スピーカ、業務用マイクロホン等
「フォステクス」ブランドの製品、物流サービス等

　

(注) １　受注高、受注残高及び生産高につきましては、主として見込生産方式を採用しているため、記載を省略して

おります。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高（百万円） 割合（％）

FUTAIHUA INDUSTRIAL (SHENZHEN) Co.,Ltd. 6,209 24.7

Nokia Corporation 2,956 11.8

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における世界経済は、アジアを中心とした新興国が牽引する形で緩やかな回

復となりました。しかしながら一部の欧州諸国での信用不安は未だ払拭されず、また米国経済も減速の兆候

が広がるなど、先進国を中心に景気の先行きに対する警戒感が強まってきております。

　わが国の経済におきましては、アジア向けを中心とした輸出・生産に支えられ持ち直しの動きが見られま
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したが、政策効果の剥落懸念と急激な為替変動や株安により引き続き不透明な状況が続いております。

　当社グループの属する電子機器および電子部品市場におきましては、景気刺激策の効果もあって総じて需

要は回復に向かいましたが、生産地での労働賃金上昇、中国のレアアース輸出規制、急激な円高など市場を

取り巻く環境は厳しさを増してきております。

　このような状況のなか、当社グループは引き続き生産性向上や資材費削減などの原価改善活動に取り組み

ました。さらに製造面では、急速に拡大するヘッドホン・ヘッドセットの需要に対応するための生産能力の

増強を推進いたしました。

　７月にはベトナム・ダナン工場において、これまでのヘッドホン・ヘッドセット関連部品の生産に加えて

完成品の生産を開始いたしました。また８月には同工場敷地内に第２工場を建設することを決定いたしま

した。さらに９月には中国広東省雲浮市に新たな製造拠点を設立することを決定いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は、円高の影響や取引先での部品不足により一部の

商品の出荷が下半期にずれ込むなどの影響がありましたが、ほぼ計画通りの25,146百万円（前年同四半期

比7.4％増）となりました。一方、利益面につきましては、資材費および賃金の上昇や、先にも触れました主

要取引先での部品不足による生産遅延の影響もあり、連結営業利益は2,015百万円(前年同四半期比38.8％

減)、連結経常利益は1,963百万円（前年同四半期比41.6％減）、連結四半期純利益は1,096百万円（前年同

四半期比39.3％減）となりました。

　
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　

[音響部品・製品事業]

オーディオ用スピーカ、スピーカシステム、アンプ内蔵アクティブスピーカの生産は未だ回復途上にあ

り、堅調に推移しておりました薄型テレビ用スピーカ、スピーカシステムは期の後半に鈍化する傾向が見ら

れました。オーディオ用ヘッドホン等の出荷は堅調に推移いたしました。

　その結果、当事業の売上高は6,834百万円となりました。

　

[自動車用部品・製品事業]

自動車生産台数の回復に伴い、車載用スピーカ、スピーカシステム等の生産が増加に向かいました。

　その結果、当事業の売上高は6,599百万円となりました。

　

[情報、通信機器用部品・製品事業]

携帯電話用ヘッドセット等の生産、出荷は取引先での部品不足により一部の商品の出荷が下半期にずれ

込みました。

　その結果、当事業の売上高は11,399百万円となりました。

　

[その他]

「フォステクス」ブランドの製品などの売上高は313百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

総資産は主に売掛金およびたな卸資産の増加により前連結会計年度末に比べ4,232百万円増加して

55,764百万円となりました。負債は主に買掛金および短期借入金の増加により前連結会計年度末に比べ

4,687百万円増加して22,762百万円となりました。純資産は、利益剰余金は増加したものの為替換算調整勘

定の減少等により前連結会計年度末に比べ455百万円減少して33,001百万円となりました。また自己資本比

率は前連結会計年度末比5.9ポイント減少して56.3%になりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、以下に記載のキャッシュ・フロー

により8,838百万円となり、第１四半期連結会計期間末に比べ287百万円減少いたしました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、税金等調整前四半期純利益の増加等により321百万円となりました（前年

同四半期は367百万円の資金の減少）。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、設備投資等により1,796百万円となりました（前年同四半期比394.2%増）。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は、短期借入金の増加等により1,267百万円となりました（前年同四半期は995

百万円の資金の減少）。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は567百万円です。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の変更

前四半期連結会計期間末に計画していた設備計画は、需要の伸びが当初の予想を上回る見通しと
なったため、次のように変更いたしました。

　

会社名 所在地
セグメントの
名称

設備の
内容

投資予定額

着工年月
完成予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

フォスターエレクトリッ

ク(ベトナム)Co., Ltd.

ベトナム

ビンズォン

情報、通信機器

用部品・製品

事業及び

音響部品・製

品事業

生産設備 2,017 583平成22年4月平成23年3月 注３

(注) １　所要資金につきましては主に自己資金によりますが、必要に応じ借入金を充当する予定であります。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

３　ヘッドホン・ヘッドセットビジネスにおける現在の生産能力に対して20％増を計画しております。　

　

②重要な設備の新設等

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりであ
ります。

　

会社名 所在地
セグメントの
名称

設備の
内容

投資予定額

着工年月
完成予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

フォスターエレクトリッ

ク(ダナン)Co., Ltd.

ベトナム

ダナン

情報、通信機器

用部品・製品

事業

生産設備 547 167平成22年7月平成23年4月 注３

(注) １　所要資金につきましては主に自己資金によりますが、必要に応じ借入金を充当する予定であります。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

３　平成23年12月時点でのヘッドホン・ヘッドセットビジネスにおける生産能力は約6,000 千個／月を計画して

おります。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,506,01523,506,015
東京証券取引所
市場第１部

単元株式数は100株でありま
す。

計 23,506,01523,506,015― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年７月１日
　～

平成22年９月30日
― 23,506 ― 3,770 ― 3,896
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,827 7.77

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,586 6.75

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(退職給付信託日立金属
口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,075 4.57

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 1,016 4.32

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 945 4.02

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（中央三井アセッ
ト信託銀行再信託分・ＴＤＫ株
式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 587 2.49

野村信託銀行株式会社（信託
口）

東京都千代田区大手町２丁目２番２号 528 2.24

昭和飛行機工業株式会社 東京都昭島市田中町600番地 446 1.90

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号 405 1.72

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 376 1.59

計 ― 8,795 37.41

(注)  １　日本マスタートラスト信託銀行株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、野村信託銀行株式会

社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数については次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　1,353千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　1,349千株

野村信託銀行株式会社　　　　　　　　　　　　　528千株

　　　２　退職給付信託の設定等に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（退職給付信託日立金属口）　　　1,075千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

　　　　　　　（中央三井アセット信託銀行再信託分・ＴＤＫ株式会社退職給付信託口）　　587千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式

176,800

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

23,319,300
233,193 ―

単元未満株式
 普通株式　　

9,915
― ―

発行済株式総数 23,506,015― ―

総株主の議決権 ― 233,193 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フォスター電機株式会社

東京都昭島市宮沢町
512番地

176,800─ 176,800 0.75

計 ― 176,800─ 176,800 0.75

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 2,7372,6672,581 2,457 2,365 2,213

最低(円) 2,5002,1412,253 2,207 1,706 1,716

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第１部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,063 9,998

受取手形及び売掛金 16,374 14,347

製品 6,782 5,033

原材料 4,444 3,413

仕掛品 742 580

貯蔵品 159 110

短期貸付金 63 137

未収入金 766 879

未収還付法人税等 － 491

繰延税金資産 575 554

その他 1,478 1,131

貸倒引当金 △979 △1,026

流動資産合計 39,471 35,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,875

※
 3,163

機械装置及び運搬具（純額） ※
 4,895

※
 4,787

工具、器具及び備品（純額） ※
 1,324

※
 1,381

土地 1,018 1,088

建設仮勘定 1,268 424

有形固定資産合計 11,382 10,845

無形固定資産

のれん 332 375

ソフトウエア 554 644

借地権 555 381

その他 47 48

無形固定資産合計 1,491 1,449

投資その他の資産

投資有価証券 2,013 2,232

長期貸付金 150 133

長期前払費用 687 606

繰延税金資産 308 326

その他 269 317

貸倒引当金 △9 △28

投資その他の資産合計 3,419 3,588

固定資産合計 16,293 15,882

資産合計 55,764 51,532
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,434 5,877

短期借入金 7,865 5,527

1年内返済予定の長期借入金 74 43

未払金 1,925 1,733

未払法人税等 878 456

繰延税金負債 1,197 951

未払費用 783 740

賞与引当金 598 550

その他 216 275

流動負債合計 21,974 16,155

固定負債

長期借入金 74 1,165

繰延税金負債 282 329

退職給付引当金 275 263

役員退職慰労引当金 56 58

その他 99 103

固定負債合計 788 1,920

負債合計 22,762 18,075

純資産の部

株主資本

資本金 3,770 3,770

資本剰余金 6,372 6,372

利益剰余金 29,065 27,466

自己株式 △133 △132

株主資本合計 39,075 37,477

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △80 155

為替換算調整勘定 △7,621 △5,592

評価・換算差額等合計 △7,702 △5,436

少数株主持分 1,628 1,416

純資産合計 33,001 33,456

負債純資産合計 55,764 51,532
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 41,351 46,972

売上原価 32,022 37,277

売上総利益 9,329 9,695

販売費及び一般管理費 ※1
 4,890

※1
 5,677

営業利益 4,439 4,018

営業外収益

受取利息 19 24

受取配当金 16 14

為替差益 47 －

雑収入 214 141

営業外収益合計 296 180

営業外費用

支払利息 109 60

持分法による投資損失 6 －

為替差損 － 148

雑損失 36 31

営業外費用合計 151 240

経常利益 4,584 3,958

特別利益

有形固定資産売却益 24 －

貸倒引当金戻入額 99 －

国庫補助金 19 －

特別利益合計 144 －

特別損失

有形固定資産売却損 1 －

有形固定資産除却損 178 40

投資有価証券評価損 240 －

子会社清算損 109 －

特別退職金 12 －

貸倒引当金繰入額 ※2
 599 －

特別損失合計 1,143 40

税金等調整前四半期純利益 3,585 3,917

法人税、住民税及び事業税 704 912

法人税等調整額 316 254

法人税等合計 1,021 1,167

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,750

少数株主利益 38 451

四半期純利益 2,525 2,298
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 23,413 25,146

売上原価 17,708 20,200

売上総利益 5,704 4,945

販売費及び一般管理費 ※1
 2,410

※1
 2,930

営業利益 3,294 2,015

営業外収益

受取利息 15 13

受取配当金 4 1

為替差益 △53 －

雑収入 171 64

営業外収益合計 138 78

営業外費用

支払利息 48 33

持分法による投資損失 △0 －

為替差損 － 81

雑損失 24 14

営業外費用合計 73 129

経常利益 3,360 1,963

特別利益

有形固定資産売却益 6 －

貸倒引当金戻入額 3 －

国庫補助金 15 －

特別利益合計 25 －

特別損失

有形固定資産売却損 △0 －

有形固定資産除却損 160 40

投資有価証券評価損 240 －

事業撤退損 109 －

特別退職金 △0 －

貸倒引当金繰入額 ※2
 79 28

特別損失合計 589 68

税金等調整前四半期純利益 2,796 1,894

法人税、住民税及び事業税 651 590

法人税等調整額 173 △12

法人税等合計 824 577

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,317

少数株主利益 165 220

四半期純利益 1,806 1,096
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,585 3,917

減価償却費 1,302 1,159

のれん償却額 47 47

前払年金費用の増減額（△は増加） 71 △24

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 35

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 542 8

賞与引当金の増減額（△は減少） 244 56

有形固定資産除却損 178 40

有形固定資産売却損益（△は益） △23 －

子会社清算損益（△は益） 109 －

投資有価証券評価損益（△は益） 240 －

受取利息及び受取配当金 △35 △39

支払利息 109 60

為替差損益（△は益） 20 △413

持分法による投資損益（△は益） 6 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,651 △3,942

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,553 △3,780

仕入債務の増減額（△は減少） 3,351 4,178

未収入金の増減額（△は増加） △583 12

未払金の増減額（△は減少） 320 328

その他 △366 △200

小計 920 1,447

利息及び配当金の受取額 35 39

利息の支払額 △114 △60

法人税等の支払額 △867 △431

法人税等の還付額 － 491

営業活動によるキャッシュ・フロー △25 1,485

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △200

投資有価証券の売却による収入 219 －

有形固定資産の取得による支出 △1,243 △2,590

有形固定資産の売却による収入 27 3

無形固定資産の取得による支出 △99 △266

定期預金の増減額（△は増加） △37 △143

短期貸付金の増減額（△は増加） △4 38

長期貸付けによる支出 △10 △16

長期貸付金の回収による収入 17 8

その他 △34 △106

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,166 △3,274
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 677 2,683

長期借入金の返済による支出 △2 △1,041

長期借入れによる収入 252 －

配当金の支払額 △259 △699

少数株主への配当金の支払額 － △77

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 △9 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 658 865

現金及び現金同等物に係る換算差額 19 △146

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △512 △1,070

現金及び現金同等物の期首残高 4,989 9,896

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 11

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,476

※
 8,838
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１. 連結の範囲に関する

事項の変更

 

(1)連結の範囲の変更

   第１四半期連結会計期間より、新たに設立したフォスターエレクトリック(バクニ

ン)Co., Ltd.及び重要性が増したESTec アメリカ コーポレーションを連結の範囲に含めて

おります。

 

(2)変更後の連結子会社の数

　 23社

２. 会計処理基準に関す

る事項の変更

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平

成20年3月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第21号 平成20年3月31日)を適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日  至　平成22年９月30日)

 （四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日  至　平成22年９月30日)

 （四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成22年９月30日) (平成22年３月31日)

　 　

※　有形固定資産の減価償却累計額 ※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　15,295百万円 　　　　　　　　　　15,771百万円

　 　

　

EDINET提出書類

フォスター電機株式会社(E01797)

四半期報告書

18/30



　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　

　　　であります。

給与諸手当 2,233百万円

退職給付費用 101 〃

広告宣伝費 31 〃

租税公課 97 〃

荷造発送費 593 〃

減価償却費 268 〃

賃借料 115 〃

旅費交通費 217 〃

通信費 78 〃

業務委託費 302 〃

貸倒引当金繰入 143 〃

貸倒損失 29 〃

のれん償却額 47 〃

 
 

※２　当社子会社（ＥＳＴｅｃコーポレーション）の元

      従業員による横領に係る回収不能見込額であり

      ます。
 

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　　

　

　　　であります。

給与諸手当 2,328百万円

退職給付費用 113 〃

広告宣伝費 48 〃

租税公課 116 〃

荷造発送費 987 〃

減価償却費 263 〃

賃借料 103 〃

旅費交通費 282 〃

通信費 90 〃

業務委託費 408 〃

 手数料 143 〃

貸倒引当金繰入 9 〃

のれん償却額 47 〃

　 　
 

 
　　　　　　────────────
 
 
 

　

第２四半期連結会計期間
　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　

　　　であります。

給与諸手当 1,136百万円

退職給付費用 59 〃

広告宣伝費 15 〃

租税公課 60 〃

荷造発送費 340 〃

減価償却費 135 〃

賃借料 59 〃

旅費交通費 115 〃

通信費 40 〃

業務委託費 139 〃

貸倒引当金繰入 51 〃

貸倒損失 8 〃

のれん償却額 23 〃

 
 

※２　当社子会社（ＥＳＴｅｃコーポレーション）の　

　　　元従業員による横領に係る回収不能見込額　　　

　　　であります。
 

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　　

　

　　　であります。

給与諸手当 1,166百万円

退職給付費用 66 〃

広告宣伝費 25 〃

租税公課 62 〃

荷造発送費 530 〃

減価償却費 134 〃

賃借料 50 〃

旅費交通費 144 〃

通信費 47 〃

業務委託費 202 〃

 手数料 75 〃

貸倒引当金繰入 4 〃

のれん償却額 24 〃

　 　

 
 
　　　　　　────────────
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

　（平成21年９月30日現在）

現金及び預金 4,595百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △   118  〃

現金及び現金同等物 4,476百万円

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

　（平成22年９月30日現在）

現金及び預金 9,063百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △   225  〃

現金及び現金同等物 8,838百万円

　
　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 23,506,015

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 176,857

　
　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 699 30.00平成22年３月31日 平成22年６月23日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年11月２日
取締役会

普通株式 利益剰余金 653 28.00平成22年９月30日 平成22年12月２日
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累

計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）は事業の種類として「電子機器及び電子部品事

業」及び「その他の事業」に区分しておりますが、全セグメントの売上高の合計、営業利益に占める「電

子機器及び電子部品事業」の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

14,9524,882 2,159 1,41823,413 ― 23,413

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

2,32416,306 160 11 18,802(18,802) ―

計 17,27621,1892,320 1,43042,216(18,802)23,413

営業利益 569 2,893 0 2 3,465 (171) 3,294

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国

　　欧　州：ヨーロッパ諸国

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

25,8928,903 3,786 2,76841,351 ― 41,351

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,79628,208 242 21 32,269(32,269) ―

計 29,68837,1114,029 2,79073,620(32,269)41,351

営業利益 710 4,175 34 40 4,960 (521) 4,439

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国

　　欧　州：ヨーロッパ諸国
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 14,378 2,992 3,393 276 21,039

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 23,413

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

61.4 12.8 14.5 1.2 89.9

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア

　　北米　：カナダ、米国、メキシコ

　　欧州　：ヨーロッパ諸国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 24,468 5,353 6,595 477 36,894

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 41,351

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

59.1 13.0 16.0 1.1 89.2

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア

　　北米　：カナダ、米国、メキシコ

　　欧州　：ヨーロッパ諸国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は事業組織、提供する製品の内容及び販売市場の類似性等により事業セグメントを識別しており、

「音響部品・製品事業」「自動車用部品・製品事業」「情報、通信機器用部品・製品事業」「その他事

業」の４つを報告セグメントとしております。

　「音響部品・製品事業」は、オーディオ用及びテレビ用スピーカ並びにスピーカシステム、アンプ内蔵ス

ピーカ、ヘッドホン等の製造販売をしております。「自動車用部品・製品事業」は、車載用スピーカ及びス

ピーカシステム等の製造販売をしております。「情報、通信機器用部品・製品事業」は、携帯電話用ヘッド

セット及び小型スピーカ、業務用マイクロホン等の製造販売をしております。「その他事業」は、「フォス

テクス」ブランドの製品の製造販売並びに物流サービス等の提供をしております。　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

音響部品・
製品事業

自動車用
部品・製品
事業

情報、
通信機器用
部品・製品
事業

その他
事業

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,76213,11320,455 641 46,972 ─ 46,972

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 12,76213,11320,455 641 46,972 ─ 46,972

セグメント利益 1,324 924 1,708 108 4,065△47 4,018

（注）１　セグメントの調整額△47百万円は、のれん償却額であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

音響部品・
製品事業

自動車用
部品・製品
事業

情報、
通信機器用
部品・製品
事業

その他
事業

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,834 6,59911,399 313 25,146 ─ 25,146

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 6,834 6,59911,399 313 25,146 ─ 25,146

セグメント利益 754 480 755 49 2,039△24 2,015

（注）１　セグメントの調整額△23百万円は、のれん償却額であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(金融商品関係)

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっ

ており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

ます。

　

対象物の種類 取引の種類
契約額等
(百万円)

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

通貨 為替予約取引 　 　 　

　 　　買建 　 　 　

　 　　　香港ドル 725 △19 △19

　 　 　 　 　

(注)　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,344.82円
　

　 　

　 1,373.39円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 33,001 33,456

普通株式に係る純資産額(百万円) 31,373 32,040

差額の主な内訳(百万円) 　 　

  少数株主持分 1,628 1,416

普通株式の発行済株式数(株) 23,506,015 23,506,015

普通株式の自己株式数(株) 176,857 176,737

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数(株)
23,329,158 23,329,278

　
２  １株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 116.89円

　

１株当たり四半期純利益 98.54円

(注)１． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　２． １株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,525 2,298

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,525 2,298

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 21,604,474 23,329,226
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 83.62円

　

１株当たり四半期純利益 47.01円

　

(注)１． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　２． １株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,806 1,096

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,806 1,096

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 21,604,463 23,329,187

　
(重要な後発事象)

    該当事項はありません。
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２ 【その他】

  第77期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月２日

開催の取締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行う事を決議いたしました。

　　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　653百万円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　 　　　　　28円00銭

　　　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 　平成22年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月９日

フォスター電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士    鶴    野    隆    一    印

　

指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士    松    本          実    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォ

スター電機株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の平

成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月８日

フォスター電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士    鶴    野    隆    一    印

　

指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士    松    本    　    実    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォ

スター電機株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の平

成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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